




　当研究班はわが国における先天性四肢障害の疫学的調査,その病因論的研究,

サリドマイド類似疾患の診断基準の作成並びに計量診断法の開発などを目的に

鋭意研究してきた。

　今年度はそのうちで,各研究協力者により先天性骨系統疾患や先天異常の分

類法,四肢奇形の臨床的分類,サリドマイド上肢奇形のコンピューターによる解

析,遣伝性ムコ多糖異常症などの骨格系の異常,色素異常症と四肢奇形,鎖肛と

四肢奇形,四肢奇形と皮膚紋理,裂手症の臨床と発生学的研究およびヒト先天異

常発生増加監視計画などについての研究が行なわれたので,その概要について

報告する。


